
１　はじめに
　道徳の授業では，人格形成の要として，
また，子どもたちの豊かな自分づくりの要
として，自己を見つめる力を育むことが求
められている。今後，道徳の教科化に向け，
いじめ問題等の関連も受けながら，どの教
科においても道徳の特質を生かした授業，
心の教育の充実，課題の発見 ･ 解決に向け
た主体的，協働的な学びの導入がより一層
期待されている。こうした現状をふまえ，
心の教育の観点から，児童が自己を深く見
つめる力を養うためのアプローチが有効だ
と考えた。一人一人の持つ価値観は，いず
れも独自のものであり，多様なものである。
他者とのかかわりの中で，児童の「個性を
生かす」という意識，自己成長への志向性
を高めたいと考え，研究実践を行った。

２　研究目標及び仮説
⑴研究目標
　道徳学習プログラムの中に，心理学的ア
プローチを用いることで，児童が道徳的価
値を基に，多様な視点から，「自分らしさ（個
性）」について体験的に学ぶことができる
ということの可能性を探る。
⑵研究仮説
　「自分らしさ（個性）を生かす」という
ことをテーマとして，多様な心理学的アプ
ローチを用いた道徳学習プログラムを行う
ことで，児童は「自分らしさ（個性）」に
ついて，道徳的価値を基に，他者とのかか
わりや内面など，より多様な視点から，自
己を見つめる力を養うことができるだろ
う。

３　研究内容・方法
⑴研究主題に関する基礎的な理論研究
⑵対象学級の実態調査・分析
　（県内小学校２校　６年生　91 名）
①Ｙ - Ｐアセスメント調査・分析

②「自分らしさ（個性）」に関する自由記
述
⑶指導方法の工夫
⑷検証授業の計画・実践・検証
①期間　７月～９月
②授業構成　「自分らしさ（個性）」をテー
マにした，道徳学習プログラム
⑸検証授業後の調査・分析
①「自分らしさ（個性）」に関する自由記
述
②Ｙ - Ｐアセスメント調査・分析
③対象学級の学級担任への聞き取り調査

４　研究の具体的内容
⑴対象学級の実態調査と分析
　「自分らしさ（個性）」についての自由記
述では，「背が高い，忘れ物が多い。」など，
日頃から他者に言われている自分の特徴に
ついて記述している児童や，自分のマイナ
ス面にばかり意識を向けている児童が多
かった。
　Ｙ - Ｐアセスメント調査では，高自己評
価群，マイペース群よりも，低自己評価群，
対人過敏群に属した児童が多く，多様な視
点から自己を見つめる力の必要性を感じ
た。
⑵検証授業の実践
①心理学的アプローチについて
　心理学的な体験学習の代表的な手法につ
いて諸富（2015）は，エンカウンターなど
を例に挙げ，子どもの心と人間関係を育ん
でいく「心を育てる教育方法」として述べ
ている。本研究では，自分の個性，他者と
のかかわりの中で発揮される自分の個性を
中心に，深く自己を見つめることのできる
体験学習を試みた。20 答法，スクィグル，
モラルスキルトレーニング，内観法，価値
の明確化を道徳学習プログラムの中で援用
した。
②道徳学習プログラムについて
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　児童が多様な視点から「自分らしさ（個
性）」を考えることができるよう，自分自
身の個性について考える（第１次）から始
まり，二者関係の中から，自分とは異なる
個性について考える（第２次），仲間との
かかわりの中から自分について考える（第
３次），家族とのかかわりの中から自分に
ついて考える（第４次），社会とのかかわ
りの中から自分について考える（第５次），
というプログラム構成を試みた。 
　オリエンテーションでは，（ヨシタケシ
ンスケ『リンゴかもしれない』ブロンズ新
書），第１次授業でも，（同著『ぼくのニセ
モノをつくるには』）を資料とした。また，
子どもたちの意識につながりを持たせよう
と，道徳の時間の予習・復習として，（大
竹直子『自己表現ワークシート１・２』図
書文化社）を活用した。

　授業に連続性を持たせたことで，「自分
らしさ（個性）」は，人とのかかわりの中
で成長していくもので，「自分も人のため
になる人になりたい。」という思いを持た
せることができた。

道徳学習プログラム
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５　検証授業後の分析と考察
⑴ 自分らしさに対する記述の変化から
　検証授業後は，人とのかかわりの中で感
じる「自分らしさ（個性）」や，自分の内
面についての気付きもあった（資料１）。

⑵ Ｙ - Ｐアセスメント調査・分析から
　Ａ・Ｂ小学校とも，低自己評価群・対人
過敏群が減少し，特にＢ小学校では，対人
過敏群が大きく減少した（資料２）。

　各授業後の児童の気付きの欄にもあるよ
うに，「友達の話を聞かせてもらって良かっ
た。」「個性は自分だけでは見えにくい。」
など，友達の考えに触れ，感化されたこと
が，結果に影響したと考える。
⑶学級担任への聞き取り調査から（Ａ小学

校）
　「授業を通じて，多様な考えを出し合う
中で，お互いの考えを認め合おうとする学
級の雰囲気が深まった。」という感想をい
ただいた。
６　成果と課題
⑴成果
①「自分らしさ（個性）」をテーマに，多
様な心理学的アプローチを用いることで，
児童が，道徳的価値に自分を照らしながら，
多様な視点から自分らしさについて考える
ことができた。
②児童が，友達にも様々な「自分らしさ（個
性）」があり，また，友達と学ぶ中で，「自
分らしさ（個性）」についての新たな視点
を得ることができた。
③「自分らしさ（個性）」とは，元からあ
るものだけではなく，人との関係の中で磨
かれ，今後に生かしていくものでもあると
いう意識につなげることができた。
⑵課題
①道徳学習プログラム全体としての成果だ
けではなく，各心理学的アプローチの良さ
を見るために，1 時間ごとの授業の成果に
ついてもまとめていく必要があった。
②ねらいとする道徳的価値に向けて，読み
物資料と心理学的アプローチに，より有意
義な関連を図るための検証を続けていく。
③多様な心理学的アプローチを援用した授
業は，他のテーマにおいても有効かどうか
を探っていく。

７　おわりに
　授業の感想に「一人一人の夢が，この世
の中を作っていく。」と，書いた子どもが
いた。「自分らしさ（個性）」とは，否定的
な意味で捉えるのではなく，お互いが尊い
存在であることを知り，支え合っていくこ
とで，生かされていくものであると考える。
今後も，子どもたちの多様な考えを引き出
す授業づくりに取り組んでいきたい。

資料１　児童の意見

資料２　Ｙ - Ｐアセスメント調査結果

資料３　授業後の感想
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１　研究主題について
　美術の特徴は，生徒一人一人が自分の思
いや願いを色や形に表現するなかで，主体
的に取り組めることである。美術で培う力
は，「生きる力」を育む学力の重要な要素
と重なる。社会の急速な変化に対応して，
生徒が主体的に判断し，自らを表現して他
者と関わる力を造形活動を通じて育むので
ある。
　生徒の主体的な表現活動を促すために，
与えらた材料ではなく，身近な素材から自
分の手で表現の材料を作りだして欲しいと
考えた。自ら作った材料で，生徒自身の思
いを表現させ，自らの表現に自信を持たせ
たい。そして，このような姿勢で表現され
た作品を鑑賞し合うことで，自分と他者の
表現の違いを認めながら作品の理解を深
め，関わる力を培わせたいと考える。
　そこで，本研究では主題に迫る生徒を育
てるための題材開発やその指導法の探究を
行った。生徒の課題解決の姿勢を育成する
ために，一つの材料が三年間で発展的に題
材として取り扱えるような系統性を持った
題材開発にしたいと考えた。日常の気付き
を大切にして身近な材料を見つめ直し，自
ら表現主題や表現方法を探究することが，
生徒の課題解決の姿勢を育て，自ら表現を
追究する姿につながると考え，本主題を設
定した。

２　研究目標
　身近な素材を生かした系統的な造形活動
を通して，生徒が自らの表現を追究する題

材の開発及びその指導の在り方を明らかに
する。 

３　研究内容・方法
⑴研究主題に関する基礎研究
①理論研究
②素材研究
⑵表現活動における意識調査と分析
①美術学習に関する意識調査　事前・事後

（県内中学校２年生　125 名）　
②美術の授業や指導観に関する意識調査

（県内美術科及び図画工作科担当職員 26
名）
⑶検証授業の実践，検証，分析

（県内中学校２年生　125 名）
①題材名

「マイ・サンクチュアリをつくろう！」
②具体的な活動内容
身近な素材から表現の材料を作り，造形
遊びの要素を取り入れた表現活動

４　研究の具体的な内容
⑴授業デザインと題材の発展的な系統性
　「授業デザイン」とは，佐々木達行が提
唱した授業を構成するための考え方であ
る。造形活動は，以下の表にある５つの要
素で構成されている。これらの具体的な内
容をそれぞれ設定していくことで，授業を
通して生徒のどのような造形に関する資質
能力を育てるのかを，明確にすることが大
切である。また，この授業デザインを応用
し，一つの材料を軸にした発展的な題材構
成について検討を行った。造形要素を段階

研・活 究
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的に自己決定させる場面を多く設定するこ
とで，自ら表現を追究する姿勢を，育ませ
たいと考えた。

⑵身近な素材を表現材料に生かす素材研究
　身近な素材として取り上げたのはトイ
レットペーパーである。材料から発想する
造形遊びの要素を取り入れ，使用後，処分
する素材が作品の材料になるという価値の
転換に驚きをもって欲しいと願い本素材に
決定した。

⑶指導計画の概要（６時間扱い）
　題材名を ｢マイ・サンクチュアリをつく
ろう！｣ とし，これを ｢私の大切な場所｣
と捉え直すことで，愛着をもてるような活
動とした。自ら作った材料を自由に板の上
に造形する活動である。

材料の取扱方法や表現方法など

を知り，表現に生かす。

更に混ぜる。
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５　分析と考察

　図 1 のように，こだわりをもって制作
できたか
という質
問に対し
て， 肯 定
的な意見
が事前調
査と比べ
て事後調
査では，大きく上回った。こだわりをもっ
て作品づくりができるということは，自ら
表現を追究することであり，ほとんどの生
徒がこうした姿勢を育むことができたと考
える。

６　研究のまとめ（成果と課題）
⑴成果
　身近な素材から材料を作り，日常におけ
る概念を崩すことで生徒は新鮮な驚きを感
じ取ることができ，表現意欲を高めて主体
的に表現活動に取り組むことができた。
　視聴覚機器を積極的に活用し，表現方法，
作業手順，ワークシートの活用の仕方など
を随時，伝えることで生徒は意欲を持続し
て取り組むことができた。制作活動が進む
と生徒は自分なりの表現方法を発見し，自
ら表現を追究する姿が見られた。
⑵課題
　言葉による発想の場面では，一部の生徒
に書くことを軽視する様子が見られた。今
後，表現と言語活動の更なる関連付けが重
要になると感じた。

図 1 作品作りにこだわりをもって
 取り組んでいるか

研・活 究
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１　はじめに
障害の重度・重複化，多様化に伴い，特

別支援学校において，重度・重複障害児が
増加している。病弱教育の特別支援学校で
ある所属校においても同様であり，その実
態は多様である。子どもたちと関わってき
た中で，一対一の場面ではできていたこと
が，関わる人が変わったり集団学習などで
場面が変わったりするとできなくなってし
まう等，その力を発揮できない場面を見て
きた。体調や覚醒状態の影響もあるが，こ
ういったコミュニケーションに困難さがあ
る子どもたちに適切な支援を行うことで集
団学習等いろいろな場面で一人一人のもっ
ている力が出せるのではないかと考えた。
そこで，長期研修の機会をいただいた１年
間，コミュニケーションに視点を当てた授
業作りの研究に取り組んだ。

２　研究主題について
実態把握において，アセスメントは重要

と考えられる。これまで「障害の重い子ど
も」を対象としたチェックリストはあった
が，身体の動きが少ない重度・重複障害児
に対しては，動きを伴う項目は実施できな
かった。徳永は，教科につなげるための
チェックリストを提示しているが，同時に

「障害のために活動に制限がある場合，そ
れを代替する行動を検討する必要がある」
としている（徳永豊「障害の重い子どもの
目標設定ガイド ‐ 授業における『学習到
達度チェックリスト』の活用」慶應義塾大
学出版会 2014）。このことから，より使い
やすいものにするために，児童生徒の手の

動きの有無に応じて代替項目を設定し，コ
ミュニケーションに視点を絞ったチェック
リストとプロフィール表を作成する。さら
に，授業に向けて担任間で具体的に目標と
手立てを話し合うための目標シートを作成
する。それらを用いて「朝の会」の呼名と
集団遊びの２つの展開で授業実践を行い，
有効な授業作りのプロセスを検討したいと
考え，本主題を設定した。

３　研究目標
集団学習の場面でコミュニケーションの

力を育てるために，児童生徒の実態に応じ
たチェックリスト，プロフィール表，目標
シートを作成し，担任間での有効な活用方
法の検討により，授業作りのプロセスを提
案する。

４　研究の実際
⑴研究仮説について
①実態に応じたオリジナルのチェックリス
トとプロフィール表を作成することで，児
童生徒の的確な実態把握ができるだろう。
②アセスメントをもとに目標シートを作成
し，コミュニケーションのための目標・手
立てを協議して設定した授業の実践の過
程を分析することで，集団の学習の中で個
がコミュニケーションの力を発揮できる授
業作りのためのプロセスを提案できるだろ
う。
⑵研究の具体的内容について
①チェックリストとプロフィール表の作成
　はじめに，既存の発達検査や障害児用の
チェックリスト等から月齢 12 か月以下に

研・活 究
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該当する，コミュニケーションに関する項
目を選定し・内容を分析して，月齢順にま
とめた。それらをもとに，文章や表現を変
更し，基本となるチェックリストを作成し
た。更に並べた項目から手の動きに関する
ものを抽出し，重度・重複障害児の動きで
の代替項目を考察，検討し，運動がないも
のを設定した（表１）。同時に，児童生徒
の全体像を分かりやすく示すために，評価
を記入するプロフィール表を作成した（表
２）。チェックリストは試行後，校内活用
に向けて，修正や補足等を行った。

②授業実践
（ｱ）目標シート記入のための話し合い
　授業実践は重複学級小学部高学年６名，
担任５名を対象に行った。児童について共
通理解して話し合いをするためのツールと
して，目標シートを作成し，担任全員で話
し合いを行った。プロフィール表をもとに，
まず各児童の全体像をとらえるようにし
た。その後，特徴となる行動について担任
同士で意見を出し合い，共通理解をしてか
ら課題について掘り下げて考えていく形を
とった。ある児童Ａでは，その中で，担任
が「できるとチェックしていたが，伝えよ
うとしているのか考えると，できていない
と思う」と見直すことができ，新たに課題
として担任間で共有し，目標を設定するこ
とができる場面があった。また，「○○を
試してみよう」といった発展的な話も出た。
このような過程から，話し合いが担任間で
同じ視点で子どもに対する共通理解をした
り，実態をもとに授業の内容を考えたりす
る良い機会になることが分かった。

（ｲ）授業１　朝の会呼名での結果と考察
　作成したそれぞれの目標シートをもと
に，個別の目標を設定し，実践を行った（表
３）。

授業の中でこれまでと違った様子が見ら
れた児童Ａについて考察する。Ａは手の動

表１　チェックリスト（抜粋）

表２　プロフィール表

表３　目標シートから個別の目標の作成例（抜粋）

研・活 究
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きが比較的どの場面でも見られ，どの動き
を本人の意図した動きと見るのか，本人と
担任の相互で分かりにくい様子があった。
授業後に振り返ると，スイッチを押した後
に手の動きが少なくなっていることを担任
間で確認した。名前を呼んでから目の前に
スイッチを提示することで，Ａも求められ
ていることが分かり主体的に手を伸ばすこ
とができ，自分から意図して積極的にかか
わることができたと考えられた。このこと
から，話し合いで設定した目標・手立てが
有効だったと考えられる。

（ｳ）授業２　朝の会集団遊びでの結果と考察
　「トントントン～誰が出てくるかな～」
というドアを介しての遊びを行った。呼名
の授業同様，個別の目標を設定し，実践を
行った（表４）。

Ａに関しては，目的の物に向かって手を
伸ばすといった呼名からの動きを継続して
行うようにした。また，プロフィール表か
ら話題として出た，友達とのかかわりの場
面を入れることを担任間で確認して実践を
行った。二日目には，ドアが開いて友達が
見えると笑顔になる様子，三日目には，「○
○くんだよ」と伝え，ドアの向こうからそ
の友達や他の担任の声が聞こえると，ドア
に向かって手を伸ばす姿が見られた。Ａが
ドアの向こうに友達がいることが分かり，
その友達への興味の高まりがドアへ向かっ
て手を伸ばす，という本人の積極性につな
がったと考えられる。このことから，子ど
もの全体像をとらえ，話し合いをして発展
させて授業内容や目標・手立てを考えて
指導することに，チェックリストやプロ

フィール表が有効だったと考えられる。
③全体を通しての考察
　本研究では，動きに制限がある児童生徒
も評価できるアセスメントを作成して実態
把握をし，担任間で話し合いをしながら目
標を設定した。授業実践では，授業ごとに
目標を設定し，振り返りを行った。このよ
うな授業作りの過程が，より良いコミュニ
ケーションの力の育成につながることが，
Ａの姿から改めて確認された。特に目標
シートをまとめるための話し合い，授業に
向けての目標を設定するための話し合いが
実態や授業について共通理解をするのに有
効であった。そこで，これらの流れを図式
化し，「授業作りのプロセス（試案）」とし
て提示した（資料１）。担任に行ったアン
ケートでは，このプロセスが重度・重複障
害児の実態把握に有効なこと，担任間での
連携に有効なことが確認された。

５　おわりに
一年間の研究を終えて，児童生徒の実態

の多様性から，より細かい視点で子どもを
見ていく必要あること，より簡潔なプロセ
スの提案や，教員間で成果と課題を共有し
て進めていくための年間を通した取組が必
要だと考えている。今回の研究で得た成果
や課題を今後の実践でも生かし，子どもに
寄り添いながら，日々の成長を支えていけ
るよう，研究を続けていきたい。

表４　集団遊び　個別の目標（抜粋）

資料１　授業作りのプロセス（試案）

研・活 究

千葉教育　平成28年度　蓮　29


